
　12月14日、第89回東奥児童美術展（東奥日報社主催）
で作品が入賞した園児の皆さんが市長を訪問しました。
今回訪問したのは、図画の部「推奨」を受賞した神璃
奏さん（認定こども園第二さつき）、「準特選」を受賞
した渋谷日葵さん（同）、版画の部で「推奨」を受賞
した横濵鈴乃さん（みどりの風こども園かなぎ）、「準
特選」を受賞した大浦渚咲さん（同）の４名です。
　神璃奏さんは「絵本を見ながら友達と一緒に描きま
した。上手に描けてうれしいです」と笑顔で話しまし
た。

　行政相談委員として活動している関節雄さんは、多
年にわたる相談対応への功績により総務大臣表彰を受
賞しました。12月21日に行われた贈呈式では、総務省
青森行政監視行政相談センターの大場浩司所長から、
表彰状と記念品が手渡されました。
　関さんは市役所を退職した後、平成21年に行政相談
委員に委嘱され、12年８カ月にわたり住民からの行政
に関する相談を受け付けるなど、行政と住民の架け橋
として活躍してきました。
　関さんは「人には知られたくない悩みを抱えている
方がたくさんいる。その場で解決することは難しいが、
悩みを聞きながらゆっくり説明すると安心してもらえ
るので、それがうれしい」と話しました。

　12月19日に「楽しんじゃおう！ちょっと早いクリス
マス」が中央公民館で開催されました。
　このイベントは、社会教育を核とする地域ネットワ
ーク活用促進事業西北地区実行委員会が、新型コロナ
の影響で減少している子どもたちの活動機会や親同士
の交流を少しでも回復させようと企画したもので、47
組の親子が参加しました。
　会場では、クリスマスリースやオーナメントボール
の工作のほか、縄文ぬり絵、ストラックアウト、段ボ
ール迷路、軽スポーツなどのコーナーがあり、子ども
たちの楽しそうな声が響き渡りました。

　児童は「工作がとにかく楽しかった。またやりた
い！」と元気に話し、保護者からは「知らない子ども
たちとも楽しく遊んでいるので良かった」「冬はイベ
ントが少ないので、体を動かすことができて、良かっ
た」との声が聞かれま
した。
　夕方には、参加者の
カウントダウンを合図
にイチョウの木などに
飾られたイルミネーシ
ョンが点灯しました。
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